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図 1 レクチンの糖鎖結合性と存在比：ガラクトース結合性レクチンは全レクチンの 25% (A)、動物レク







に位置し、認識の重要な役割を担っている 3)。環状ガラクトースの不⻫炭素 C-1 につく
⽔酸基が下向き（α-D-ガラクトース）と上向き（β-D-ガラクトース）のアノマー異性体
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図 2  D-ガラクトース(A)、ムラサキイガイ Mytilus galloprovincialis (B)、ムラサキインコガイ













た。ドメイン内には酸性アミノ酸が C-末端側に集まり、Cys （システイン）は無く、W 
（トリプトファン）を第⼆サブドメインに 1 残基含んでいた。 
117
ムール貝レクチンの比較グライコーム
      
  




型レクチン」型に分類された 5) （図３）。 
 
 





マイティレックは、グロボ系糖脂質糖鎖 Gb3 （Galɑ1-4Galβ1-4Glc）、Gb4 （GalNAcβ1-
3Galɑ1-4Galβ1-4Glc）への結合を⽰した。Gb3 は O157 菌の分泌するベロ毒素が結合する
標的糖鎖、Gb4 は⾃然免疫の主要分⼦ Toll 様レセプターの内在性リガンドとしてはたら
く 4)。これらは糖鎖末端または末端の 2 番⽬に α-D-Gal を有した。 
⼀⽅、セヴィルは、ガングリオシド系糖脂質糖鎖 GM1b および asialo-GM1、グロボ系
糖脂質糖鎖 SSEA-4 に結合した。3 種の糖鎖は末端に β-D-Gal を含み Galβ1-3GalNAcβ1-3/4
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マイティレックとセヴィルは、100 μg/mL 程度の濃度で Gb3 およびアシアロ GM1 糖
鎖を持つ腫瘍細胞の増殖を低下させた。レクチンは糖鎖と結合した後、細胞内の MAP
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